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平成２４年度 強い農業づくり交付金(産地競争力の強化)の実施状況について

24-1 （農）中川ファームクロサワ 乾燥調製施設

(1) 施設等の整備状況

○ 事業実施主体 （農）中川ファームクロサワ
○ 地区名等 仙北市 黒沢地区
○ 整備施設 乾燥調製施設 １棟 282㎡
○ 対象作物 水稲
○ 事業費等 ６２，３９６千円

（うち交付金 ２９，７１２千円）

（平成24年度建設、平成25年度から稼働のため、１年度目は空欄）(2) 成果目標の達成状況

(3) 事業の成果等

当法人は地区の中心的な経営体であるため、農地の集積や作業受託が拡大しており、このため施設利用率も年々増加している。
また、当施設の利用による下位等級指数削減によって当地区の米の品質向上にも大きく寄与した。

成果目標の米の下位等級指数の削減については、JA等主催の講習会参加による栽培技術の習得や学習会等の実施及び事業の導入
によって１等米比率100％と品質が大きく向上した。

直接販売先の割合30ポイント増加については、取引先１社増加し合計７社になったものの１社当たりの販売数量が伸び悩んだた
め、直接販売の数量は前年度とほぼ同様9,360kg（156俵）にとどまり、目標を達成することができなかった。

今後は、仙北市米（高品質ブランド米）をＰＲしながら、観光客や農作業体験の生徒の受け入れを通じた販促活動を強化し、ま
た仙北市やＪＡおばこにおける首都圏等での商談会を利用しながら取引先の拡大を図り、直接販売取扱数量の増加に繋げ目標達成
に努めたい。

目 標 値 成果目標の達成プログラム
取組名 成果目標 計画時 目標年 １年度目 ２年度目 ３年度目

（ ）（H24） （H26） （H24） （H25） H26：目標年

産地競争力の 事業実施地区における下 － ３．２％ ３．２％

強化に向けた 位等級指数 を50%削減 ６．４％ ３．２％ － １．４％ ０．０％※１

総合的推進 － １５６．２％ ２００．０％

－ ３０．０％ ３０．０％系統出荷から小売店や個人消費者等に対しての直

30 ０．０％ ３０．０％ － ９．６％ ７．５％接販売の取組について、その取扱量の割合を

－ ３２．０％ ２５．０％ポイント以上増加

※１ 下位等級指数：１等米以外の下位等級米の比率。 上段：計画 中段：実績 下段：達成率
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平成２４年度（繰越） 強い農業づくり交付金(産地競争力の強化)の実施状況について

24-2 株式会社 ファー夢かづの 乾燥調製施設

(1) 施設等の整備状況

○ 事業実施主体 株式会社 ファー夢かづの
○ 地区名等 鹿角市 鹿角・小坂地区
○ 整備施設 乾燥調製施設 270.25㎡

（丸ビン １基 、 乾燥機 ３基）
○ 対象作物 水稲
○ 事業費等 ９８,７１１千円

（うち交付金 ４７,００５千円）

（平成24年度繰越、平成25年度から稼働のため、１年度目は空欄）(2) 成果目標の達成状況

(3) 事業の成果等

労働時間の削減については、施設の導入をきっかけに刈取等秋作業を当法人で受託した結果、目標が達成された。今後は、春作業
での削減も図り、目標達成を継続していきたい。また、下位等級指数の削減については、着色粒（カメムシ類）による等級低下によ
り目標達成には至っていないが、土壌改良や気象に対応した適正な栽培および防除指導により目標達成について努めたい。

全体的には、鹿角地域の特産の低アミロース米である淡雪こまちをＪＡ、地元行政とともに販売促進に力を入れ、県内のスーパー
や東京都葛飾区の学校給食にも納品しているほか、鹿角地域は養豚業が盛んなことから、堆肥を特別栽培米の栽培に有効利用し、

新たな雇用創出と地域農業・地域経済への貢献、環境と調和した農安全安心な米の生産に努め、資源循環型農業を実践している。今後も
業の実践が期待される。

目 標 値 成果目標の達成プログラム
取組名 成果目標 計画時 目標年 １年度目 ２年度目 ３年度目

（ ）（H23） （H26） （H24） （H25） H26：目標年

産地競争力の 10a当たりの労働時間を － 16.1時間/10a 16.1時間/10a
21.8時間/10a 16.1時間/10a

強化に向けた 26.1％削減 － 17.2時間/10a 14.7時間/10a

総合的推進 － 80.70 ％ 124.50 ％

事業実施地区における下 － 2.25 ％ 2.25 ％
4.50％ 2.25％

位等級指数 を50％削減 － 7.60 ％ 11.30 ％※１

（ ）事業実施年度の前７中５平均
－ -138.78 ％ -302.20 ％

※１ 下位等級指数：１等米以外の下位等級米の比率。 ※ 上段：計画 中段：実績 下段：達成率
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平成２４年度 強い農業づくり交付金(産地競争力の強化)の実施状況について

24-3 あきた北農業協同組合 集出荷貯蔵施設

(1) 施設等の整備状況

○ 事業実施主体 あきた北農業協同組合
○ 地区名等 大館市 あきた北地区
○ 整備施設 集出荷貯蔵施設 1,540㎡
○ 対象作物 野菜（枝豆）
○ 事業費等 ３８６,５４４千円

（うち交付金 １８４,０６８千円）

（平成24年度繰越、平成25年度建設、平成26年度から稼働のため、１・２年度目は空欄）(2) 成果目標の達成状況

(3) 事業の成果等

共同選果施設の導入により、栽培面積の拡大と生産者の労働時間の削減、包装資材費の削減が図れた。また、高品質で均一化され
た生産により市場評価の向上に繋がった。

成果目標の10ａ当たりの流通コスト削減については、共同選果により雇用労働費の削減と縦ピロー包装機の使用により包装資材費
、 。 、 、 、の削減が図られたが 目標達成に至らなかった 今後は 加工・業務用向けコンテナ出荷量の増加により 包装資材費を更に削減し

目標達成を図りたい。
全出荷量に占める加工・業務用向け出荷量の割合の増加については、天候の影響により生産量が少なかったことから、予約相対に

優先的に販売せざるを得ない状況になり、業務用へ仕向ける割合が少なくなってしまったことにより、目標を達成できなかった。今
後は、生産量を増加させるために、技術研修会等を開催し、排水対策の徹底、除草対策、品質の向上、早期病害虫防除の指導等を徹
底し、生産者の単収向上を図るとともに、商談会等での新規販売先の確保や既存取引先の取扱量の増加交渉等を行い、目標達成を図
りたい。

目 標 値 成果目標の達成プログラム
取組名 成果目標 計画時 目標年 １年度目 ２年度目 ３年度目

（ ）（H23） （H26） （H24） （H25） H26：目標年

産地競争力の 10ａ当たり流通コストを － － 81,424円
10ａ当たり流通 10ａ当たり流通

強化に向けた 22.4％削減 － － 82,313円
経費105,014円 経費81,424円

総合的推進 － － 96.2％

全出荷量に占める加工向 － － 42.7％
17.7％ 42.7％

け又は外食・中食けの割 － － 27.0％

合を25ポイント増加 － － 37.2％

※ 上段：計画 中段：実績 下段：達成率
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平成２４年度 強い農業づくり交付金(産地競争力の強化)の実施状況について

24-4 農事組合法人向黒沢ファーム 乾燥調製施設
(1) 施設等の整備状況

○ 事業実施主体 農事組合法人向黒沢ファーム
○ 地区名等 北秋田市 向黒沢地区
○ 整備施設 乾燥調製施設 339.06㎡
○ 対象作物 水稲
○ 事業費等 ５５,６８９千円

（うち交付金 ２６,５１８千円）

（平成24年度繰越、平成25年度から稼働のため、１年度目は空欄）(2) 成果目標の達成状況

(3) 事業の成果等
水田単作が中心である当地区においては、米価の低迷と生産数量目標の減少や高齢化により、認定農業者にあっても現状維持して

いるのが精一杯の状況となっている。そうした中で、当法人では施設整備により乾燥調製作業が効率化され、地区の農地の利用権設
定や作業受託により面積の拡大を図られたほか、余剰労力を活用した複合部門の拡大による農家所得の向上にも繋がっている。今後
も、認定農業者の高齢化に伴い農機具の更新時期に合わせ、当法人が更に集積を進めていきたい。

、 、 、また 成果目標の持続農業法に基づく認定面積については 消費者ニーズに応える安全で安心な米の生産と環境負荷軽減を目指し
水稲作付面積の52.6％で計画認定を受け目標を達成することができた。

米の下位等級指数の削減については 「ゆめおばこ」の等級低下により目標達成には至っていないが、今後は、高品質安定生産の、
ための基本技術を徹底し、目標達成に努めたい。

目 標 値 成果目標の達成プログラム
取組名 成果目標 計画時 目標年 １年度目 ２年度目 ３年度目

（ ）（H23） （H26） （H24） （H25） H26：目標年

産地競争力の 経営面積 水稲作付面積 － ４０．０％ ４０．０％（ ）
０．０％ ４０．０％

強化に向けた のうち、持続農業法に基 － ０．０％ ５２．６％

総合的推進 づく認定面積 の割合を － ０．０％ １３１．５％※１

（０．０ha） （１６．０ha）
40ポイント増加

事業実施地区における下 － ４．３％ ４．３％
８．６％ ４．３％

位等級指数 を50％削減 － ４．５８％ ２０．２％※２

－ ９５．３％ △２６９．８％

※ 上段：計画 中段：実績 下段：達成率
※１ 持続農業法に基づく認定面積：環境に配慮した農業を推進するため、堆肥等による土づくりと化学肥料・農薬の低減を一体的に行う農業生産方式の導入計画の認定を受けた面積。

※２ 下位等級指数：１等米以外の下位等級米の比率。
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平成２４年度 強い農業づくり交付金(産地競争力の強化)の実施状況について

24-5 あきた湖東農業協同組合 集出荷貯蔵施設

(1) 施設等の整備状況

○ 事業実施主体 あきた湖東農業協同組合
○ 地区名等 湖東地区潟上市・五城目町・八郎潟町・井川町
○ 整備施設 集出荷貯蔵施設 240㎡
○ 対象作物 野菜（枝豆）
○ 事業費等 ９３,０３７千円

（うち交付金 ４４,３０３千円）
※写真：農畜産機構ＨＰより抜粋

（平成24年度繰越、平成25年度から稼働のため、１年度目は空欄）(2) 成果目標の達成状況

(3) 事業の成果等

枝豆の生産において、最も労力を要するのは選別調製作業であり、産地拡大のためには、調製作業の効率化が課題となっていた。
当施設の導入により、調製作業の労力が軽減し、栽培面積の拡大が図られたほか、収穫から出荷までの時間が短縮したことで、鮮度
を保った状態での出荷が可能となり、品質保持が図られたことから、商品力の向上及び産地の拡大に寄与した。

しかしながら、平成25年、平成26年ともに７～８月の集中豪雨の影響により単収及び品質が低下したほか、日照不足が登熟に影響
し上位規格品率が低下した。

今後も更なる産地拡大のため、関係機関が一体となった栽培技術の指導等を引き続き行い、上位規格品率の向上と長期定量安定出
荷を目指したい。

目 標 値 成果目標の達成プログラム
取組名 成果目標 計画時 目標年 １年度目 ２年度目 ３年度目

（ ）（H23） （H26） （H24） （H25） H26：目標年

産地競争力の 上位規格品率 の割合を － ８６．５％ ８６．５％※1

７４．５％ ８６．５％
強化に向けた 12ポイント増加 － ６９．７％ ７１．９％

総合的推進 － △４０．０％ △２１．７％

単位面積当たりの労働時 － ５２．８時間 ５２．８時間
１０２．２時間 ５２．８時間

間を48.3％縮減 － ４５．９時間 ４７．６時間

－ １１４．０％ １１０．５％

※１ 上位規格品率：収穫された全莢重量に対するＡ品率（Ａ品・Ｂ品・規格外 。 ※ 上段：計画 中段：実績 下段：達成率）
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平成２４年度 強い農業づくり交付金(産地競争力の強化)の実施状況について

24-6 秋田おばこ農業協同組合 品質向上物流合理化施設
(1) 施設等の整備状況

○ 事業実施主体 秋田おばこ農業協同組合
○ 地区名等 大仙市 大曲地区
○ 整備施設 品質向上物流合理化施設 1,650㎡
○ 対象作物 水稲
○ 事業費等 ５４９,５８３千円

（うち交付金 ２６１,７０６千円）

（平成24年度繰越、平成25年度から稼働のため、１年度目は空欄）(2) 成果目標の達成状況

(3) 事業の成果等
土づくり肥料（おばこの大地）の散布拡大と生産技術向上に向けた取組（情報誌の発行、講習会実施、コンテスト実施）などに

より、品質の高位安定化を図った結果、米の下位等級指数削減については、達成率131.1％と目標を大きく上回った。
特に26年産米はカメムシ類による着色粒が多発したものの、導入施設により1.3万俵の下位等級相当の米の色彩選別処理を実施

した結果、下位等級指数4.1%と大きく改善できた。
当施設の集荷量も年々増加し施設利用率も123％となり、物流合理化と下位等級削減による品質向上に大きく寄与している。
米の食味値の向上とタンパク値の低減については、これまで生産者に対して食味向上の周知活動（栽培管理カレンダーの配付や

技術講習会及び「お米の通信簿」発行等）を行い、年々食味値が向上しタンパク値は低減してきているものの目標を達成すること
ができなかった。今後は、引き続き関係機関と連携を取りながら、特に高タンパク値の生産者に対して食味向上技術を定着させる
ため、濃密的に指導し、底上げを図っていきたい。また気象条件対策として、登熟初期が高温に見舞われないよう天候の推移も注
視しながら生産者に情報提供も行っていきたい。

目 標 値 成果目標の達成プログラム
取組名 成果目標 計画時 目標年 １年度目 ２年度目 ３年度目

（ ）（H23） （H26） （H24） （H25） H26：目標年

産地競争力の 食味値 － ７５．０ ７５．０品質分析の結果、食味値が改善されるとともに

強化に向けた ７１．８ ７５．０ － ７２．２ ７２．９タンパク値が０．２６ポイント低下、かつ分析

総合的推進 － １２．５％ ３４．４％結果を施肥等生産技術へ反映

タンパク値 － ６．２０％ ６．２０％

６．４６％ ６．２０％ － ６．４５％ ６．３２％

－ ３．８％ ５３．８％

米の下位等級指数を50.0 － ５．９５％ ５．９５％

%を削減 １１．９％ ５．９５％ － ４．６％ ４．１％

－ １２２．７％ １３１．１％

※１ 下位等級指数：１等米以外の下位等級米の比率。 ※ 上段：計画 中段：実績 下段：達成率
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平成２４年度 強い農業づくり交付金(産地競争力の強化)の実施状況について

24-7 秋田ふるさと農業協同組合 乾燥調製施設の高度化

(1) 施設等の整備状況

○ 事業実施主体 秋田ふるさと農業協同組合
○ 地区名等 横手市 横手地区
○ 整備施設 乾燥調製施設の高度化
○ 対象作物 水稲
○ 事業費等 ４１７,７３３千円

（うち交付金 １９８,９２０千円）

（平成24年度繰越、平成25年度建設、平成25年度から稼働のため、１年度目は空欄）(2) 成果目標の達成状況

(3) 事業の成果等

当施設は、昭和62年に建設、平成７年に丸ビン２基を増設しているが、品種構成の変更により刈取時期が短期間に集中し、荷受待
ち時間が長くなっていた。本事業実施（機能向上工事）により、荷受昇降機の能力増強や大型循環乾燥機等の導入がなされ、施設の
処理能力が大幅に向上したことから、待ち時間の短縮等利便性の向上に繋がり、利用量増加となり効果があった。
重金属等の有害物質の低減については、ＪＡが危機意識を持ち、当該導入施設には汚染米を一切荷受けしないことを強調し、座談

、 、 、 。会の開催 営農技術情報での周知 営農指導員・水管理巡視員による巡回指導等徹底したことにより 目標を達成することができた
、 、 、 、下位等級指数の削減については 本事業により色彩選別機を導入したことにより 利用者の一等米比率は高まり 効果があったが

地区全体としては、カメムシ類の着色粒の混入、充実度不足等により等級が低下し、目標達成に至っていない。特に、カメムシ類の
発生時期が早く、しかも多発（警報発令）し、防除適期に降雨が続き、適期防除ができなかったことが、大きい要因であった。
今後は、カメムシ類の被害防除対策として、不作地の解消、畦畔・農道等の適期草刈りの徹底により、生息地を抑えるとともに、

防除情報の発信、栽培技術指導を実施し、適期防除の徹底を図る。また、カメムシ類対策のほか、引き続き、適期刈取指導をすると
ともに 「お米通信簿」を活用した品質改善指導も併せて行い、一等米比率を向上させ目標達成に努めたい。、

目 標 値 成果目標の達成プログラム
取組名 成果目標 計画時 目標年 １年度目 ２年度目 ３年度目

（ ）（H23） （H26） （H24） （H25） H26：目標年

産地競争力の 重金属等の有害物質の － ８８．９％ ８８．９％

強化に向けた 低減に取り組む面積割合 ５２．７％ ８８．９％ － ８９．２％ ８９．９％

総合的推進 を36.2ポイント増加 － １００．８％ １０２．８％

事業実施地区における － ４．３％ ４．３％

下位等級指数 を51.7％ ８．９％ ４．３％ － １３．７％ １１．４％※1

削減 ( ) － △１０４．３％ △５４．３％事業実施年度の前７中５平均

※１ 下位等級指数：１等米以外の下位等級米の比率。 ※ 上段：計画 中段：実績 下段：達成率

-
1
3
-



平成２４年度 強い農業づくり交付金(産地競争力の強化)の実施状況について

24-8 農事組合法人 越前 共同育苗施設

(1) 施設等の整備状況

○ 事業実施主体 農事組合法人 越前
○ 地区名等 横手市 十文字地区
○ 整備施設 共同育苗施設
○ 対象作物 水稲
○ 事業費等 ９７,２９１千円

（うち交付金 ４３,９４０千円）

（平成24年度繰越、平成25年度建設、平成26年度から稼働のため、１・２年度目は空欄）(2) 成果目標の達成状況

(3) 事業の成果等

育苗作業は、これまで構成員個々に播種・管理を実施しており苗が不揃いであったが、本施設整備により農家の高齢化・後継者不
足にも対応が可能となり、地域へ安定した健苗供給体制が確立できた。また、法人として、これまで田植え以降の栽培を一元的に管
理していたが、育苗作業も共同化することにより、全ての作業について一貫した栽培管理が可能となった。さらに、春作業が集約化
されたことにより、園芸作物への取り組みが可能となり、園芸産出額の増大が期待されている。
物財費の削減については、育苗培土購入のスケールメリットにより諸材料費で、代掻き作業の回数を減らし軽油の使用量を抑えた

ことにより光熱動力費で、削減が図られたことにより、目標を達成することができた。
労働時間の削減については、育苗作業の法人への一括化、代掻き作業の回数減、田植え時の施肥量増による追肥作業軽減、並びに

農薬の同時散布による労力軽減、除草剤散布による管理作業軽減、等の取り組みにより、目標を達成することができた。
目標年度は、稼働初年度であったものの、双方の目標を達成することができた。今後も、安定した健苗の生産・供給を図るととも

に、米価低落の状況下、２つの目標のさらなる削減を図り、継続して目標達成できるよう努めていきたい。

目 標 値 成果目標の達成プログラム
取組名 成果目標 計画時 目標年 １年度目 ２年度目 ３年度目

（ ）（H23） （H26） （H24） （H25） H26：目標年

産地競争力の 10ａ当たりの物財費を － － 58,423円/10a

強化に向けた 10.9％削減 65,576円/10a 58,423円/10a － － 53,963円/10a

総合的推進 － － １６２．４％

10ａ当たりの労働時間を － － 14.16時間/10a

26.7％削減 19.33時間/10a 14.16時間/10a － － 10.60時間/10a

－ － １６８．９％

※ 上段：計画 中段：実績 下段：達成率
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